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世界のスカウト2万6072人が広島を訪問 
～広島ピースプログラムの参加人数が確定～ 

山口県のきらら浜（山口県山口市阿知須）で開催中の第23回世界スカウトジャンボリー
（23WSJ）で、場外活動の一環として行われていた「広島ピースプログラム」が5日、終
了した。参加スカウトが6日間にわたって交代で原爆の投下地である広島を訪れ、戦争の
悲惨さを学び、恒久平和を誓うのが目的。 

7月30日に4006人、31日4330人、8月１日4288人、3日4551人、4日4212人、５日に
4685人が参加。合計で2万6072人が広島を訪れた。広島では平和記念公園、資料館を訪
れ、朗読会に参加するなどして原爆の恐ろしさを学んだ。 

唯一の被爆国として広島に対する参加者の関心は非常に高く、ジャンボリーに参加した中
高生年代のほぼ全員が、広島ピースプログラムに参加した。 

23WSJの広報責任者である、マーケティング＆コミュニケーションズ部長の松平賴昌は
「今回の広島ピースプログラムが、平和を願う気持ちを世界で共有する大きなきっかけに
なったと信じています」とのコメントを出した。 

問い合わせ：23WS　MC部　報道担当（日本メディア） 
　　　０８０-３４１３-７８１１（報道専用）　担当　武末（たけすえ）、山崎 
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